
第２回子ども・子育て会議（８月２４日開催）アンケート調査に関する委員意見に対する対応

NO. 区分
アンケート調査票
上段（8月24日時点）
下段（9月15日時点）

意見 対応

表紙
表紙

2頁・問●1つ目
2頁・問８

3頁・問●、4頁・問●-1 

3頁・問13、4頁・問13-1

11頁・問●

12頁・問27

11頁・問●

12頁・問27

18頁・問●２つ目

18頁・問40

20頁・問●1つ目

21頁・問47

21頁・問●

18頁・問40

9
かたすぎるのでフォントなどの工夫が必要では
ないか。

10
小学生と中学生で調査票は変えた方がよい。
（小学４年生で読める字とする必要がある。）

11 音声で調査内容を聞くことができないか。 対応が困難である。

12
WEBフォームをサンプルで回答できるようにし
てほしい。

WEB回答フォーム（保護者用はサンプル）を作成

13

家族間の暴力やヤングケアラーなどの設問に対
しての子どもの意見が、保護者に漏れないよう
に工夫していただきたい。

子どものプライバシー保護については、現在検討してい
る。案内ハガキには、保護者に対して子どものプライバ
シーへの配慮をお願いする文言を記載する。

3頁・問9

3頁・問9（小学生用）

15 ―
相談窓口等を周知してほしい。 調査票の最後に相談窓口一覧を掲載する。

14
「５．キッズスクエア・学童保育」をそれぞれ
に分けた方がいい。

選択肢を「５．キッズスクエア」、「 ６．学童保育」に修
正する。

就学前

子ども
本人

7
進学先の設問について、留学する子どもが増加
しているので、そちらについても検討していた
だきい。

設問を「お子さんに、将来、どの学校まで進学してほしい
と思いますか(留学を含む)」に修正する。

8
「ヤングケアラー」についての設問を入れるの
であれば「ネグレクト」も入れてほしい。

選択肢１３「保護者から世話をされること」（食事、洗濯
他）を追加する。

4

病後児保育に助けられている保護者が多い中
で、回答欄の項目がマイナス項目ばかりであ
る。「仕事を休まずに済んだ」「安心して仕事
ができた」などのプラス項目も入れてほしい。

下記の選択肢を追加する。
１．どうしても仕事を休めないときに、病気が治りかけの
こどもを預けられる
２．安心してこどもを預けられる人（祖父母など）がいな
いときに利用できる
３．1日だけでも利用できる
４．看護師・保育士が常駐しているため安心して利用でき
る

6
質問のあとに、いくつを選択するのか、指示が
抜けている。

小学生用と中学生用に分けて調査を実施する。小学生用
は、ふりがなをつけて調査を行う。

全体

「当てはまる番号１つに○をつけてください。」を追記す
る。

1
英語の翻訳部分の表現をわかりやすい言葉にし
てはどうか。

調査票の表紙の英文を修正する。

2
5．その他のあとに（ ）が必要ではないか。 ５.その他（   ）に修正する。

「知っている、利用したことがある、今後利用
したい」を認知度・利用実績・利用希望を確認
する選択肢としたほうがいい。

3

5
「６．利用するための手続き・支払い方法等が
煩雑である」としてほしい。

相談機関ごとに
A「知っている」に対して、「はい」、「いいえ」
B「利用したことがある」に対して、「ある」、「ない」
C「今後利用したい」に対して、「はい」、「いいえ」
と回答する形に修正する。

選択肢を９「申し込みや支払い方法等、利用手続きが煩雑
だから」に修正する。

資料２


